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研究成果の概要（和文）：EPA（経済連携協定）にはじまり、技能実習制度に介護を含めることが検討されるに至り、
介護の現場に外国人を受け入れることが現実化している。介護職を目指す外国人にとって、介護福祉士国家試験の受験
にとどまらず、介護現場での日本語の問題は大きい。本研究は、外国人の日本語習得にとって大きな壁となっている難
解な介護用語（外来語・医学・看護用語を含む）についてその実態を知り、平易化することを目指したものである。

研究成果の概要（英文）：It has become evident that the Japanese linguistic complexity of technical terms 
used in senior care institutions often hamper non-Japanese speaking people,including EPA candidates 
working in institutions and preparing for certificate examination.This study aims to identify technical 
terms that are difficult for non-Japanese speakers to understand,and to simplify those technical terms.
 　

研究分野：日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
 
日本政府がインドネシア、フィリピンの両
政府と結んだ経済連携協定（EPA）に基づき、
2008 年から、インドネシア、フィリピンの介
護福祉士候補者が、それぞれ日本国内の病
院・介護施設で就労・研修するため来日した。
候補者は、それぞれ４年を上限として滞日し、
介護福祉士の国家試験を受験する。国家試験
の受験資格が3年間の実務研修を経た者であ
るところから、滞日中に受験機会は一度だけ
で、不合格の場合は帰国を余儀なくされる
（2011年3月の閣議決定によりこの措置は変
更された）。しかし、日本語教育に従事する
者から見た場合、非漢字圏であるインドネシ
ア、フィリピン出身の研修生がこの国家試験
に合格することは、きわめて難しい。この困
難な現実は、マスコミでも度々取り上げられ
たが、こうした試験の難しさだけではなく、
研修の現場の日本語習得の面においてもか
れらは困難をかかえている。介護の現場では、
様々な介護用語が使われている。現場スタッ
フは、短い時間内に引き継ぎ、申し送りをす
るため、省略や短縮語を多用する。「訪室」
や「食介」など、介護のテキストや国家試験
にはこうした語彙は出てこない。また、現場
においては、日誌等への記録が必要になるが、
ここでは、同じことがらを異なって表現する
という話し言葉と書き言葉の乖離の問題が
ある。たとえば、「転倒し、擦過傷あり」と
「転んで擦り傷ができました」、「臥床」と「横
になっています」といった使い分けがある。
また、「健側」を「ケンソク」もしくは「ケ
ンガワ」と発話するといった、施設、個人等
によるゆれもある。こうした外部から見た用
語の特殊性や難解さについて、介護の当事者
は、当為のこととして問題視することなく来
ているように思われる。外国人が現場に入っ
たことで、問題の所在が明らかになったとも
言える。その結果、マスコミで国家試験の難
しさが度々取り上げられ、また、2010 年 10
月には、厚生労働省から「介護国家試験にお
ける難しい用語の今後の取り扱いについて」
と題する通達が出された。これを受けて作成
された 2011 年の 1 月の試験では、常用漢字
以外にはルビが振られ、病名には英訳がつく
など、ある程度の変化が見られた。しかし、
全体的にはいまだ難しい表現が使われ続け
ている。特に、用語の難しさは、説明を加え
ればわかりやすくなるとは限らないが、介護
の専門家には、日本語を外国人にもわかるよ
うにやさしく表現するというノウハウがな
い。用語の見直しを考える必要性は意識され
るようになったが、具体的にどうするかにつ
いてはわからない状態のように見受けられ
た。もとより、普段使っている慣れ親しんだ
自らの専門用語を見直すことは、痛みを伴う
作業でもあり、この作業は難航が予想された
が、「わかりやすい言葉」を使うこと、また、
使おうとする意識、努力は、現代社会におい

て、とりわけ必要なことだと考えられた。 
 
２．研究の目的  
介護の言葉をわかりやすくすることは、外
国人介護従事者はもとより、日常の生活に寄
り添って行われる介護が、より開かれたもの
になるために必要なことである。本研究は、
介護現場と介護福祉士国家試験の用語を分
析し、その平易化を提案することを目指した。 
 
３．研究の方法 
まず、介護の専門教育と介護の現場におい
て、どのような言葉が使われているかを明ら
かにし、その上で、難解度と重要度から、あ
る程度の数の語彙を選び出す。次に、それら
の語彙を、基準を設けて分類し、できるだけ
基準ごとの統一的な言い換え案を検討する
ことにした。言い換えの最終案は、広く社会
に広報する。具体的には以下のようにすすめ
た。 
(1)介護の語彙の収集（介護テキスト、介護
記録、引き継ぎ記録等から語彙を収集する） 
①介護の新カリキュラムのテキストから語
彙を抽出する。スキャナーでテキストをファ
イル化し、読み込んだデータの誤りを修正後、
分かち書きの処理をする。 
②介護記録、日誌の語彙の収集。特別養護施
設、老人保健施設、デイサービスなどタイプ
の異なる複数の施設で行う。 
③引き継ぎ、会議等の日本語の収集。②と同
様、収集対象機関を複数にする。 
(2)介護の語彙の分析（データを分かち書き
分類し、主に、名詞、動詞を分析対象とする） 
(3)言い換え案の作成 
①集めた語彙（約 1600 語）を難解度と重要
度から分類する。 
②検討対象語彙の絞り込みを行う。 
③絞り込んだ対象語彙をもとに、難しさの原
因を分析する。 
④検討対象語彙を、日本語教育の側からだけ
でなく、介護の専門家とともに、一語一語に
ついて、どうすればわかりやすくなり、また、
その語彙の内容が正しく伝わるかを考えな
がら言い換え案を作成する。 
(4)言い換え案の妥当性の検討 
言い換え案が、他の関連分野（医療、看護、
社会福祉等）と整合性があるかを検討するた
めに、選んだ約 160 語の用語の言い換えに
ついて、外部の専門家を交えた検討会を開
いて検討する。検討会では言い換えの必要
性、言い換え語の妥当性、よりよい言い換
え語の選定などを議論した。外部の専門家
とは、医療・看護・介護施設施関係者・マ
スコミ関係者・在米国日本語教育従事者な
どである。 
(5)言い換え案、また、検討過程を公開する
ことによって、平易な言葉の必要性をうった
える。 
 
４．研究成果 



介護用語の難しさには様々のものがある。
たとえば、(1)用語自体が日常語とかけ離れ
て難しい、(2)用語の使い方が統一されてい
なくて、複雑である、(3)用語自体は難しく
ないが、その用語の使い方が介護現場独特
でわかりにくい、(4)カタカナのことばの意
味がわからない、等である。介護現場では、
その専門性を確立しようとするあまり、一
般の者にはわかりにくい用語が多く使われ
ている。介護を行い、またそれを受ける側
にとっても基本と思われる用語についての
多方面にわたる難しさを、わかりやすい用
語に言い換える必要性を現場に意識しても
らい、また、どのような言い換えが可能で
あるかを示すために、言い換え語の提案集
をまとめた。そこでは、現在使われている
介護のことば、言い換え提案語、言い換え
たい理由、現場における使用例等をあげて
いる。現在、2015 年 9 月に三省堂からこ
の提案語集を出版することが決まり、準備
を進めている。 
EPA の枠組みでは、すでにベトナムからも
看護、介護の人材を受け入れることが決まっ
ている。また、技能実習制度に介護を含める
ことが閣議決定されている。周辺のアジア諸
国でも、近い将来到来する高齢化社会は避け
られず、そのため、EPA の候補者や日本人配
偶者にとどまらず、日本で高度の介護の技術
を学びたいと思う人は、今後増えることが考
えられる。しかし、日本には、高齢化が進ん
でいるのに、介護職の離職率が高いという現
実がある。介護の仕事は、普通の人の暮らし
に近いところの専門職で、一般の人も、程度
の差はあれ介護にかかわることが多く、「わ
かりやすい介護の言葉」の必要性は高い。現
在、「「病院の言葉」を分かりやすくする提案」
や、行政サイドにも、役所の窓口や災害時の
情報伝達にあたって、わかりやすい言葉を模
索する動きがある。また、裁判員制度の導入
にともなって、司法の言葉の日常語化も検討
された。本研究が目指した「わかりやすい介
護のことば」の提案は、外国人介護従事者や
被介護者のためだけでなく、広く開かれた介
護をめざすために不可欠のものと言える。 
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